
新潟県土木部都市局営繕課 章 項目 特記事項

　　仕　様　書

　Ⅰ．　共　通　仕　様

新潟県土木部都市局営繕課トンネル設備 特記仕様書(1)

　１　形式

　２　発電機

　３　原動機

　４　燃料

　６　燃料小出槽

　７　主燃料槽

　５　制御方式

　　・　キュービクル式

　　電気方式

　　周波数

　　回転数

　　定格出力

　　種類

　　定格出力

　　始動方式

　　冷却方式

　　始動時間

（　　　　　　ＰＳ以上）

・　電気方式

・　水循環式

※　４０秒以内

・　ラジエータ式

・　１０秒以内

　　・　軽油 ・　Ａ重油 ・　灯油

　　・　自動式 ・　手動式

　　（　　　　　　　　　Ｌ）

　　（　　　　　　　　　Ｌ） ・　専用 ・　共用

・　３相３線式 ・　単相２線式 ・　単相３線式 ・　３相４線式

　８　排気系統配管 　　排気管の断熱材（　※　ﾛｯｸｳｰﾙ　　・　　　　　）

　　厚さ　　　　mm

　
　
発
　
電
　
設
　
備

防

災

設

備

・　　

　　・　デジタル

　　局線 ・　電話回線 （　　　回線以上） ・　専用線 （　　　回線以上）

　　・　本工事 ・　別途工事

　１　局線種別

　２　回線数

　４　保安器接地

　５　電話機収納箱 　　・　本工事

　６　設置方法 ・　両側設置

　３　電話機設置 　　※　本工事 ・　別途工事

・　別途工事

　１　配線方式

　２　ケーブル埋設シート

　３　埋設深

　４　メッセンジャー線

　　※　地中線式（※　管路式　　・　直埋式）　　　・　架空式

　　※　設ける。

２

構
内
通
信
線
路

　　※　第２種亜鉛メッキ鋼撚線　　　　　　　ｍｍ

　　ＧＬ－　　　　ｍ （道路横断部はＧＬ－　　　　ｍ）

　
　
電
話
設
備

　１　制御方式

　３　送・排風機型式

　４　ＶＩ計

　５　ＣＯ計

　６　風向風速計

　　・　ターボファン（ターボ形）　・　ターボファン（翼形）　・　ラジアルファン

　・　多翼ファン　・　ベーン軸流ファン　・　チューブ軸流ファン　・　二重反転軸流ファン

　２　ジェットファン型式 　　・　ＪＦ－６００　　・　ＪＦ－１０００　　・　ＪＦ－１２５０　　・　ＪＦ－１５００

　　・　ＢＦ－６００　　・　ＢＦ－１０００　　・　ＢＦ－１２５０　　・　ＢＦ－１５００

　　・　あり（　　　　台　）　　　　・　なし

　　・　あり（　　　　台　）　　　　・　なし

　　・　あり（　　　　台　）　　　　・　なし

　７　交通量計 　　・　あり（　　　　台　）　　　　・　なし

　１　再放送波 　　・　ＡＭ（　　波）　　・　ＦＭ（　　波）

　２　受信空中線方式 　　・　ループアンテナ　　・　ホイップアンテナ

　３　トンネル内誘導線方式 　　・　片側平行２線方式　　・　両側平行２線方式　　・　ＳＬＣＸ方式

　４　中波再放送方式 　　・　ＡＦ中継方式　　　・　ＩＦ中継方式　　　・　ＲＦ中継方式

　１　設備方式 　　・　無線機接続端子方式（坑口接栓方式）　　・　消防用リモコン方式　　

　　・　外部中継方式　　　　・　

　２　空中線方式

無
線
通
信

　１　機材の試験

　２　施工の試験

　　・　

　　・　

　　・　

　　電圧 ・　100V　　　・　200V　　　・　200/100V

・　50Hz　　　　・　60Hz

・　1500min　　　　　・　3000min
-1 -1

（　　　　　　　kW以上　　　　　　　kVA以上）

　　※　片側設置

　　・　八木アンテナ方式　　　・　ＬＣＸ方式　　　・　ＬＬＣＸ方式

換
　
気
　
設
　
備

・　空気式

ラ
ジ
オ

・ディーゼル機関 ・ガス機関 ・ガスタービン・マイクロガスタービン

　１　対象機器 本工事にて次の機器を工場で行う臨時検査対象とする。

・

・

試
　
　
験

臨
時
検
査

・　オープン式

　　電通共仕によるほか，次のものを追加する。

　　電通共仕によるほか，次のものを追加する。

・アナログ

　２　表示器

　　・　多線直接式

　　・　ＬＥＤ表示

　３　警報表示板

　４　主制御装置（ＴＭＣ）

・　パルス伝送方式　　　　・　

・　マグネット表示　　　　・　

　５　副制御装置（ＳＭＣ）

　６　耐雷対策

　７　停電対策 　　　　・　電源別置形　　・　蓄電池内蔵形

　８　受信制御機 　　・　架新設　　　　　　・　ユニット増設

　９　押ﾎﾞﾀﾝ通報装置 　　・　Ⅰ型　　　　　　　・　Ⅱ型

　　・　トンネル外Ｆ型柱設置　　・　トンネル内坑口付近設置　　・　非常駐車帯設置

　　・　あり（　※　高速避雷ユニット　　・　　　　　　　）　　　　　・　なし

　１　伝送方式(TMC～TSC)

　　・　電気室内設置　・　屋外設置　・　トンネル内設置　・　ｲﾝﾅｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ形　・　薄形

　　・　Ｆ型支柱設置　・　屋外設置　・　トンネル内設置　・　ｲﾝﾅｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ形　・　薄形

　　・　あり　　　　・　なし

　　・　あり　　　　・　なし

　　・　事故発生／進入禁止　　・　火災発生／進入禁止　　・　片側通行　　・　作業中

１０　出口誘導表示板 ・　内照式　　　　・　反射式

１１　火災検知器

１２　消火栓用テープヒータ

１３　情報板表示

　　・　凍結注意　　・　急カーブ／走行注意　　・　　　　　　　・　　　　

　１　電気方式

　２　配線方式

　３　ケーブル埋設シート

　４　埋設深

　　・　高圧　３相３線式６ＫＶ

　　※　地中線式（※　管路式　　・　直埋式） ・　架空式

　　※　設ける。

　　・　高圧ＧＬ－　　　　ｍ（道路横断部はＧＬ－　　　　ｍ）

　５　メッセンジャー線

　６　装柱機材

　７　外灯接地

　９　接地極埋設標の省略

　８　MH,HH 内支持材接地

２

　　・　一般形

　　・　単独

　　・　単独

・　耐塩形

・　共用

※　共用

　　※　以下の箇所について省略する（・　電柱　　※　外灯　　※ＭＨ、ＨＨ）

　　・　省略しない

　　※　第２種亜鉛メッキ鋼撚線　　　　　　ｍｍ

　　・　低圧　単相２線式（100Ｖ）

・　低圧　３相４線式（４１５／２４０Ｖ）

　１　種別

　　・　一括　　　・　単独　　　・　メッシュ

　１　電気方式

　２　区分開閉器

　３　盤形式

　４　主遮断装置

　５　操作方式

　６　変圧器

　７　高圧コンデンサ

　８　リアクトル

・　ガス

・　方向性 ・　無方向性

・　

　　・　３相３線式

　　種類

　　地絡継電器

・　気中

・　開放形　　・　キュービクル形

　　・　ＣＢ形（・　真空　　　・　ガス） ・　ＰＦーＳ形

　　・　電動ばね ・　手動ばね

　　・　油入 ・　モールド

　　・　油入 ・　ガス絶縁 　・　モールド

　　・　油入 ・　モールド

　９　避雷器

・　電磁

　　・　2.5ｋＡ　　　　　・　5ｋＡ　　　　　　・　10ｋＡ

　１　電気方式

　２　電動機の接地

　　幹線

　　電圧

　　・　単独接地

・　３相　３線式

・　２００Ｖ

・　

・　共同接地　（・　共通母線式　　・　金属管接地式）

・　４００Ｖ　　　　・　

　１　受雷部

　２　避雷導線

　３　接地極

　　・　突針

　　・　引下げ導線

　　※　接地極埋設

・　建築構造体利用

・　構造体利用

　３　盤の予備ﾌﾞﾚｰｶｰ･ｽﾍﾟｰｽ 　　予備ﾌﾞﾚｰｶｰ（　※　なし　　・　　　）　ｽﾍﾟｰｽ（　※　あり　　・　　　）

　　用途　１　直流電源装置 ・　非常用照明器具電源及び受変電設備制御電源共用

・　受変電設備制御電源専用

・　

　　蓄電池 ・　ＨＳ形鉛蓄電池 ・　ＭＳＥ形鉛蓄電池 ・　長寿命ＭＳＥ形鉛蓄電池

構
　
内
　
配
　
電
　
線
　
路

　２　施工方法

３　接地極 ・　接地極埋設　　　・　

・　

４　避雷器 ・　SPDｸﾗｽⅠ　　　　・　SPDｸﾗｽⅡ

・　高圧ｽｲｯﾁｷﾞｱ

・　　２　ＵＰＳ装置 　　用途 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　３相３線式・　単相２線式 ・　単相３線式 ・　　　出力電気方式

・　１００Ｖ／２００Ｖ ・　　　出力電圧 ・　１００Ｖ ・　２００Ｖ

　　定格出力

　　補償時間 （　　　　　　　　分以上）

整流器容量　（　　　　Ａ）　　　負荷補償装置　（　　　　Ａ）

給電方式　　　・　常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ　　　・　ﾗｲﾝｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ　　　・　常時商用給電

接
地
工
事

・　６kＶ

（　　　　　　　　kＶＡ）

　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種　　　・　避雷器用　　・　ELCB用

２００Ｖ／１００Ｖ　１　電気方式 　　幹線 ・　単相　３線式 ・　直流　２線式　１００Ｖ

　　分岐 ・　単相　２線式 ・　直流　２線式　１００Ｖ（・　１００Ｖ　・　２００Ｖ）

　２　配線用遮断器 　　定格遮断電流は、最小のもので対称値（　　　　Ａ）以上とする。

　　　 　・　３相　４線式　４１５Ｖ／２４０Ｖ

2,500

　　予備ﾌﾞﾚｰｶｰ（　※　２０％　　・　　　）　ｽﾍﾟｰｽ（　※　なし　　・　　　）７　盤の予備ﾌﾞﾚｰｶｰ･ｽﾍﾟｰｽ

３　灯具の構成 　　・入口照明　　・基本照明　　・出口照明　　・停電時照明（・電池内蔵形　・電池別置形）

・プレス加工型　　　　・アルミ合金

５　灯具の配列

４　灯具の形式

・向合い　　・千鳥　　　・中央　　　・片側

６　制御盤 　　・　屋内設置　　・　屋外設置　　・　トンネル内設置

補
助
設
備

再
放
送
設
備
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章 項目 特記事項

　Ⅱ．　特　記　仕　様

　　　凡　　例

　　　　　（１）　章と項目は、番号に○印のついたものを適用する。特記事項は、・に○印のついたものを適用する。

　　　　　（２）　特記事項で○印のない場合は、※印のあるものを適用する。○印と※印のある場合は、○印のあるものを適用する。

　　　　　　　　○印と ※ 印のある場合は、両方を適用する。

　　また、契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、次の者により施工をおこなうこと。

　資格が必要な工種の施工にあたっては、関係法令に基づき、次の資格を有する者により

施工をおこなうこと。

　　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　　　保全に関する資料

　　次のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。

　　　製本（完成図・施工図）、　ＣＡＤデータ、

（ １ ） 「 撤 去 」 と は 、 既 存 物 を 壊 し 取 る こ と 。

（ ２ ） 「 取 外 し 」 と は 、 再 使 用 を 考 慮 し て 、 丁 寧 に 外 す こ と 。

（ ３ ） 「 撤 去 ･新 設 」 と は 、 既 存 物 を 撤 去 し 、 新 た な 物 を 設 置 す る こ と 。

（ ５ ） 「 備 品 移 動 」 と は 、 工 事 の 施 工 に 支 障 と な る 備 品 を 一 時 別 の 場 所 に 保 管 し 、
　 　 　  工 事 終 了 後 に 元 の 場 所 に 戻 す こ と 。

用 語 の 説 明

　１　施工従事者

　２　完成図等

　３　施工図等の取扱い

　　・　工事書類作成マニュアル（新潟県土木部作成）

　　※　電気工事士　※　認定電気工事従事者　※　消防設備士　※　電気通信工事担任者

　　※　特種電気工事資格者（非常用予備発電装置）
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14
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17

16

　４　工事完成写真

　５　適用基準等

　　工事完成後、整理のうえ監督員に提出する。　提出部数　　部

　　・　

　　１　本特記仕様に記載されていない事項は、次による。

また、別途特記仕様書（新潟県土木部技術管理課作成）による。

　中間技術検査の適用　　・有　　・無　６　中間技術検査

　　※　第１種電気工事士　※　特種電気工事資格者（非常用予備発電装置）　※　認定電気工事従事者

（以下「電通共仕」という。）及び「電気通信設備工事施工管理基準及び規格値(案)」による。

　　※　工事運行マニュアル（新潟県土木部都市局営繕課作成）

・　低圧　単相２線式（200Ｖ） ・　低圧　３相３線式（200Ｖ）

　　・　低圧ＧＬ－　0.6  ｍ（道路横断部はＧＬ－   　   ｍ）

　　　 　・　３相　４線式　４１５Ｖ／２４０Ｖ ・　３相　３線式　２００Ｖ

・　３相　３線式　２００Ｖ

トンネル内照度測定、抗外灯照度測定

令和　　年　　　月（全　　枚）

Ver.080401

（ ４ ） 「 取 外 し ･再 取 付 」 と は 、 既 存 物 を 取 外 し 、 同 じ 物 を 取 付 け る こ と 。

　　　　「新潟県土木工事標準仕様書」、「国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室編集　電気通信設備共通仕様書　令和７年版」


